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運用報告書（全体版） 

三菱ＵＦＪ  
日本バランスオープン  

株式４０型 

 

 
 

第26期（決算日：2026年２月16日） 
 

 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

ここに謹んで運用経過等をご報告申し上げます。 

今後とも一層のお引き立てを賜りますよう、よろし

くお願い申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／国内／資産複合 

信託期間 無期限（2000年４月28日設定） 

運用方針 

三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマザーファ
ンド受益証券および三菱ＵＦＪ 国内債券ア
クティブマザーファンド受益証券を主要投資
対象とし、国内株式・国内債券・短期金融資産
への分散投資を行い、信託財産の長期的な成
長をめざします。各資産の組入比率を、定め
られた範囲の中で市場見通しに基づき変更
し、リスク分散にも留意した資産構成をめざ
します。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
ファンド 

三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブ
マザーファンド、三菱ＵＦＪ 国
内債券アクティブマザーファン
ドの各受益証券および短期金融
資産を主要投資対象とします。 

三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブ 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

わが国の株式を主要投資対象と
します。 

三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブ 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

わが国の公社債を主要投資対象
とします。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
ファンド 

株式への実質投資割合は信託財
産の純資産総額の60％以下とし
ます。外貨建資産への投資は行い
ません。 

三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブ 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

株式への投資に制限を設けません。 
外貨建資産への投資は行いません。 

三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブ 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

外貨建資産への投資は行いません。 

分配方針 

毎年１回決算（原則として２月15日。ただし、
２月15日が休業日の場合は翌営業日としま
す。）を行い、基準価額水準、市況動向等を勘
案して分配を行う方針です。原則として、配
当等収益の水準を考慮して分配しますが、信
託財産の成長を優先し、分配を抑制する場合
があります。ただし、分配対象収益が少額の
場合には、分配を行わないことがあります。 
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三菱ＵＦＪ 日本バランスオープン 株式４０型

本資料の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

株  式 
組入比率 

株  式 
先物比率 

債  券 
組入比率 

債  券 
先物比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

22期(2022年２月15日) 12,759 0 △ 0.5 14,915 △ 0.2 43.5 － 25.3 － 2,992 

23期(2023年２月15日) 13,227 0 3.7 15,169 1.7 43.9 － 25.9 － 2,867 

24期(2024年２月15日) 14,885 0 12.5 17,047 12.4 42.8 － 24.1 － 2,739 

25期(2025年２月17日) 15,098 0 1.4 17,484 2.6 44.1 － 23.9 △0.5 2,509 

26期(2026年２月16日) 17,681 0 17.1 19,764 13.0 42.6 － 26.3 △0.8 2,717 
 

（注） 当ファンドのベンチマークは、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）（配当込み）40％、ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ＜総合＞（国内債券投資収益指

数）30％、有担保コール（翌日物）30％を組み合わせた合成指数です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載

しております。 

（注） 「株式先物比率」、「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ 日本バランスオープン 株式４０型

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ ％ ％ 

2025年２月17日 15,098 － 17,484 － 44.1 － 23.9 △0.5 

２月末 14,810 △ 1.9 17,275 △ 1.2 43.4 － 24.4 △0.1 

３月末 14,856 △ 1.6 17,242 △ 1.4 43.3 － 23.9 － 

４月末 14,885 △ 1.4 17,297 △ 1.1 44.2 － 24.2 △0.8 

５月末 15,229 0.9 17,585 0.6 41.0 － 24.2 0.9 

６月末 15,525 2.8 17,752 1.5 40.4 － 24.9 △0.2 

７月末 15,713 4.1 17,925 2.5 41.9 － 24.1 0.3 

８月末 16,033 6.2 18,234 4.3 41.8 － 24.2 1.3 

９月末 16,187 7.2 18,449 5.5 41.3 － 25.9 0.6 

10月末 16,485 9.2 18,918 8.2 42.7 － 25.4 0.6 

11月末 16,565 9.7 18,963 8.5 41.4 － 24.6 0.4 

12月末 16,558 9.7 18,973 8.5 41.4 － 25.9 0.1 

2026年１月末 16,917 12.0 19,255 10.1 41.7 － 26.0 0.1 

(期  末)         

2026年２月16日 17,681 17.1 19,764 13.0 42.6 － 26.3 △0.8 
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載

しております。 

（注） 「株式先物比率」、「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ 日本バランスオープン 株式４０型

運用経過
第26期：2025年２月18日～2026年２月16日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円） （百万円）
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純資産総額：右目盛

ベンチマーク：左目盛

基準価額：左目盛

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

第 2 6 期 首 15,098円
第 2 6 期 末 17,681円
既払分配金 0円
騰 落 率 17.1％

三菱ＵＦＪ 日本バランスオープン 株式４０型
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三菱ＵＦＪ 日本バランスオープン 株式４０型

基準価額の主な変動要因

基準価額は期間の初めに比べ17.1％の上昇となりました。
基準価額の動き

ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（13.0％）を4.1％
上回りました。

ベンチマークとの差異

主に、国内株式の値上がりが上昇要因となりました。
上昇要因

組入ファンド 騰落率 組入比率(対純資産総額）
三菱ＵＦＪ　国内株式アクティブマザーファンド 51.7％ 43.1％
三菱ＵＦＪ　国内債券アクティブマザーファンド －4.1％ 26.8％

三菱ＵＦＪ 日本バランスオープン 株式４０型
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三菱ＵＦＪ 日本バランスオープン 株式４０型

第26期：2025年２月18日～2026年２月16日

投資環境について

  国内株式市況
国内株式市況は上昇しました。
期間の初めから2025年３月下旬にかけて
一進一退で推移してきた国内株式市況は、
４月上旬には米国のトランプ政権による
関税政策により先行きの不確実性が高
まったことなどから大きく下落しました。
しかし期間の終わりにかけては、米国で
政策金利の引き下げなどを背景に株価が
上昇したことに加えて、外国為替市場で
円安が進展したことや、新政権発足を

巡って積極財政運営への期待が高まった
ことなどを支援材料に、国内株式市況は
堅調に推移しました。

  国内債券市況
国内金利は上昇しました。
国内金利は、日銀の国債買い入れ額の減
少や短期金利目標水準の引き上げ、財政
拡大観測による国債需給悪化懸念などを
背景に、上昇しました。

三菱ＵＦＪ 日本バランスオープン 株式４０型
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三菱ＵＦＪ 日本バランスオープン 株式４０型

当該投資信託のポートフォリオについて

  三菱ＵＦＪ 日本バランスオープン 
株式４０型
国内株式・国内債券・短期金融資産を実
質的な主要投資対象とし、信託財産の長
期的な成長を目標として運用を行いまし
た。
国内株式・国内債券・短期金融資産の組
入比率を、定められた範囲の中で市場見
通しに基づき変更し、リスク分散にも留
意した資産構成を目指しました。

国内株式の値上がりが基準価額の上昇要
因となり、資産配分効果はプラスとなり
ました。

各資産の標準組入比率および変更の範囲
は以下の通りです。
国内株式：40％（範囲30％～50％）
国内債券：30％（範囲20％～40％）
短期金融資産：30％（範囲10％～50％）

国内株式 国内債券 主な変更事由

期間の初め OW UW

2025年４月 OW－ UW 国内株のOW幅を一時拡大後、米関税引上げ延期による急反発を受け、OW幅
を縮小。

５月 OW－ UW－ 米関税政策軟化の兆しによる株価上昇を受け、国内株のOW幅を縮小。実質賃
金の下振れ等を受け、国内債のUW幅を縮小。

７月 OW+ UW 米関税政策が対中国で緩和しつつあること、世界的な防衛費拡大、中東情勢の緊
張緩和等を受け、国内株のOW幅を拡大。

９月 OW UW－ 東京都区部の消費者物価の動きから、インフレ圧力が弱まる兆しが出てきたこと
などを受け、国内債のUW幅を縮小。

10月 OW+ UW 内閣交代に伴う財政拡張観測や海外投資家の積極化、輸入物価下落による企業の
コストダウン効果等を考慮し、国内株のOW幅を拡大。

11月 OW－ UW+
半導体関連を中心に株価急上昇に伴う過熱感が顕著であることなどを考慮し、国
内株のOW幅を縮小。円安進行等によるインフレ率高止まりを見込んで、国内
債のUW幅を拡大。

2026年１月 OW－ UW－
ハイテク関連株を中心に再びやや過熱感が出てきたと推察されることなどから、
国内株OW幅を縮小。国内インフレ圧力に緩和の兆しがあることなどから国内
債のUW幅を縮小。

２月 OW UW－ 衆議院選挙の与党大勝利の後、高市総理が積極財政を維持する一方で、財政規律
に一定の配慮を示したことなどを受け、国内債のUW幅を縮小。

期間末 OW UW

※『OW』は基準の配分比率より多い配分を、『UW』は基準の配分比率より少ない配分を、『N』は基準の配分比率を、
±記号は配分比率の増減を示しています。
※時価変動による組入比率の変動は考慮していません。

三菱ＵＦＪ 日本バランスオープン 株式４０型
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三菱ＵＦＪ 日本バランスオープン 株式４０型

  三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマ
ザーファンド
中長期的にベンチマーク（東証株価指数
（ＴＯＰＩＸ）（配当込み））を上回る投
資成果をめざします。
銘柄選定にあたっては、以下の２つの観
点から行いました。
　① 中長期的な成長力の高い銘柄や業績
改善度の大きい銘柄

　② 企業価値に対して株価が割安と判断
され、かつ株価上昇が期待できる銘柄

組入銘柄数は、49～56銘柄で推移させま
した。当期間ではビッグデータなどを活
用して収益性の向上に努めるコカ・コー
ラ　ボトラーズジャパンホールディング
スや防衛予算の拡大に伴い防衛関連売上
の増加を見込む沖電気工業など18銘柄を
新規に組み入れました。一方、株価上昇
により割安感が低下したＦＯＯＤ　＆　
ＬＩＦＥ　ＣＯＭＰＡＮＩＥＳやTOB
（株式公開買い付け）価格の引き上げに
牽制が入った芝浦電子など17銘柄を全株
売却しました。

  三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマ
ザーファンド
ファンド全体のデュレーション（平均回
収期間や金利感応度）は、ベンチマーク
（ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ＜総合＞（国内
債券投資収益指数））対比で、期間の初め
から期間末にかけて、短めを基本に調整
しました。年限別構成については、期間
の初めから期間末にかけて中期ゾーンの
アンダーウェイトを基本に調整しました。
また、2025年５月中旬から11月下旬に
かけては長期ゾーンのアンダーウェイト、
超長期ゾーンのオーバーウェイトを基本
に調整しました。
債券種別構成については、投資家の資金
余剰感を背景とした需給関係から、事業
債等のスプレッド（国債に対する金利
差）は横ばい圏で推移すると判断し、相
対的にスプレッド妙味のある事業債およ
び円建外債のオーバーウェイト、スプ
レッド妙味の乏しい地方債および政府保
証債のアンダーウェイトを維持しました。

三菱ＵＦＪ 日本バランスオープン 株式４０型

― 7 ―

02_コメント-費用-TER_10pt_1095482.indd   702_コメント-費用-TER_10pt_1095482.indd   7 2026/03/26   19:43:552026/03/26   19:43:55



9

三菱ＵＦＪ 日本バランスオープン 株式４０型

  三菱ＵＦＪ 日本バランスオープン 株式４０型
基準価額は17.1％の上昇となり、ベンチマークの騰
落率（13.0％）を4.1％上回りました。
差異の内訳は以下の通りです。
内訳
三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマザーファンド
 3.8％程度
三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマザーファンド
 0.5％程度
資産配分要因 1.0％程度
その他（信託報酬等） △1.2％程度

  三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマザーファンド
プラス要因
業種配分要因： 非鉄金属、建設業をベンチマークに対してオーバーウェイトとしていたこと

がプラスに寄与しました。
銘柄選択要因： 川崎重工業をベンチマークに対してオーバーウェイト、メイコーをベンチ

マークに対して概ねオーバーウェイトとしていたことがプラスに寄与しまし
た。

マイナス要因
業種配分要因： 卸売業、機械をベンチマークに対してアンダーウェイトとしていたことがマ

イナスに影響しました。
銘柄選択要因： 西松建設、ＪＶＣケンウッドをベンチマークに対してオーバーウェイトとし

ていたことがマイナスに影響しました。

当該投資信託のベンチマークとの差異について

（％）

2025/２/17 ～ 2026/２/16
0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

基準価額（ベビーファンド）と
ベンチマークの対比（騰落率）

三菱ＵＦＪ 日本バランスオープン 株式４０型
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三菱ＵＦＪ 日本バランスオープン 株式４０型

  三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマザーファンド
プラス要因
デュレーション
2025年７月中旬から８月下旬および11月上旬から2026年１月下旬にかけての金利上昇局
面においてファンド全体のデュレーションを短めとしたこと。
債券種別構成
相対的にパフォーマンスの優った事業債および円建外債をオーバーウェイトとしたこと。

マイナス要因
年限別構成
期間を通じて相対的にパフォーマンスの優った中期ゾーンをアンダーウェイトとしたこと。
デュレーション
2025年３月下旬から４月上旬および2026年１月下旬から期間末にかけての金利低下局面に
おいてファンド全体のデュレーションを短めとしたこと。

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第26期
2025年２月18日～2026年２月16日

当期分配金（対基準価額比率） －（－％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 7,681

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

三菱ＵＦＪ 日本バランスオープン 株式４０型
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三菱ＵＦＪ 日本バランスオープン 株式４０型

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

  三菱ＵＦＪ 日本バランスオープン 
株式４０型
引き続き、景気や市況動向などに応じて、
機動的に資産配分を行う方針です。

  三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマ
ザーファンド
銘柄選定にあたっては、以下の２つの観
点から行います。
　① 中長期的な成長力の高い銘柄や業績
改善度の大きい銘柄を選定

　② 企業価値に対して株価が割安と判断
され、かつ株価上昇が期待できる銘
柄を選定

具体的には、１）経営者のリーダーシッ
プ、２）企業戦略の適切さ、３）マー
ケット支配力・競争力、４）産業の循環、
産業構造の変化等の定性的な要素を踏ま
え、中長期的にみて高い利益成長が期待
できる銘柄や業績の大幅な改善が見込め
る銘柄を選定し、株価の妥当性をチェッ
クしたうえで、組み入れを図ります。
生成ＡＩの普及によりデータセンター関
連企業などの業績拡大が見込まれる一方
で、既存のソフトウェアを淘汰する可能
性も意識されていることや、地政学リス

クや主要国の金融政策動向など、不透明
な要素も存在することから、当面の国内
株式市況については値動きの大きい展開
になると考えています。しかしながら、
中長期的には、資本コストや株価を意識
した経営が浸透していく中で、企業経営
の高度化が進展し、企業価値を拡大させ
る企業が多く現れるとみています。この
ような認識を踏まえ、ボトムアップによ
るリサーチを丹念に実施することで、構
造改革など企業の非連続的な変化や株価
の見直しが期待できる銘柄の発掘に取り
組む方針です。

  三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマ
ザーファンド
安定した利子収益確保をめざし、債券組
入比率は引き続き高位を維持する方針で
す。
ファンド全体のデュレーションは、当面
ベンチマーク対比短めを基本に機動的に
リスク度合いを調整する方針です。
債券種別構成は、事業債、円建外債につ
いて、ベンチマーク対比多めの保有を維
持する方針です。

三菱ＵＦＪ 日本バランスオープン 株式４０型
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三菱ＵＦＪ 日本バランスオープン 株式４０型

2025年２月18日～2026年２月16日

１万口当たりの費用明細

（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファン
ドが組み入れている親投資信託が支払った金額の
うち、当ファンドに対応するものを含みます。

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 173 1.097 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) ( 78) (0.494) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) ( 78) (0.494) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) ( 17) (0.110) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 7  0.043  (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) (  7) (0.043) 
(先物・オプション) (  0) (0.000) 

(ｃ)そ の 他 費 用 0  0.003  (ｃ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 保 管 費 用 ) (  0) (0.000) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用
( 監 査 費 用 ) (  0) (0.003) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用

合　　計 180  1.143  

期中の平均基準価額は、15,799円です。

三菱ＵＦＪ 日本バランスオープン 株式４０型
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三菱ＵＦＪ 日本バランスオープン 株式４０型

（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.10％です。

（注） 費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。
（注） 各比率は、年率換算した値です。
（注） 前記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比

率とは異なります。

運用管理費用（販売会社）
0.50％

運用管理費用（投信会社）
0.50％総経費率

1.10％

その他費用
0.00％

運用管理費用（受託会社）
0.11％

三菱ＵＦＪ 日本バランスオープン 株式４０型
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三菱ＵＦＪ 日本バランスオープン 株式４０型

○売買及び取引の状況 (2025年２月18日～2026年２月16日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマザーファンド 82,677 263,447 197,875 663,177 

三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマザーファンド 259,785 340,610 152,771 201,882 
 
 
 

○株式売買比率 (2025年２月18日～2026年２月16日) 

 

項 目 
当 期 

三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 14,151,004千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 8,660,712千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.63   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年２月18日～2026年２月16日) 

 

＜三菱ＵＦＪ 日本バランスオープン 株式４０型＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 6,033 1,112 18.4 8,117 1,563 19.3 

平均保有割合 12.2%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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三菱ＵＦＪ 日本バランスオープン 株式４０型

＜三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
公社債 58,369 27,903 47.8 48,768 18,678 38.3 

平均保有割合 2.9%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

（注） 公社債には現先などによるものを含みません。 

 

 

＜三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 － 152 504 

 
 
 

＜三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
公社債 － － 486 

 
 
 

 

＜三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマザーファンド＞ 

種     類 買 付 額 

 百万円 
公社債 1,000 

 
 
 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 1,078千円 
うち利害関係人への支払額（B） 208千円 

（B）／（A） 19.4％   
 
（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪモルガン・スタンレー証券、三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ、アコム、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

 

  

利害関係人の発行する有価証券等 
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三菱ＵＦＪ 日本バランスオープン 株式４０型

○組入資産の明細 (2026年２月16日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマザーファンド 370,666 255,468 1,172,218 

三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマザーファンド 458,680 565,694 728,840 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2026年２月16日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマザーファンド 1,172,218 42.7 

三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマザーファンド 728,840 26.6 

コール・ローン等、その他 842,279 30.7 

投資信託財産総額 2,743,337 100.0 
 
 
 

 

親投資信託残高 
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三菱ＵＦＪ 日本バランスオープン 株式４０型

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2026年２月16日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 2,743,337,530   

 コール・ローン等 828,188,264   

 三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマザーファンド(評価額) 1,172,218,575   

 三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマザーファンド(評価額) 728,840,395   

 未収入金 14,074,095   

 未収利息 16,201   

(B) 負債 25,935,418   

 未払解約金 11,814,063   

 未払信託報酬 14,084,788   

 その他未払費用 36,567   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,717,402,112   

 元本 1,536,883,749   

 次期繰越損益金 1,180,518,363   

(D) 受益権総口数 1,536,883,749口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 17,681円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 1,662,495,124円 

期中追加設定元本額 21,713,162円 

期中一部解約元本額 147,324,537円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.7681円です。 

 

○損益の状況 (2025年２月18日～2026年２月16日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 3,986,981   

 受取利息 3,986,981   

(B) 有価証券売買損益 417,697,821   

 売買益 459,618,005   

 売買損 △   41,920,184   

(C) 信託報酬等 △   27,512,551   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 394,172,251   

(E) 前期繰越損益金 454,143,563   

(F) 追加信託差損益金 332,202,549   

 (配当等相当額) (    324,890,288)  

 (売買損益相当額) (      7,312,261)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,180,518,363   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,180,518,363   

 追加信託差損益金 332,202,549   

 (配当等相当額) (    324,906,980)  

 (売買損益相当額) (      7,295,569)  

 分配準備積立金 848,315,814   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2025年２月18日～ 
2026年２月16日 

費用控除後の配当等収益額 31,664,991円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 362,507,260円 

収益調整金額 332,202,549円 

分配準備積立金額 454,143,563円 

当ファンドの分配対象収益額 1,180,518,363円 

１万口当たり収益分配対象額 7,681円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 
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三菱ＵＦＪ 日本バランスオープン 株式４０型

＊三菱ＵＦＪアセットマネジメントでは本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱

い販売会社にお問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

①投資信託及び投資法人に関する法律第14条の改正に伴い、記載変更を行い、信託約款に所要の変更を行いました。 

（2025年４月１日） 

②2025年２月に作成の交付運用報告書記載の「代表的な資産クラスの騰落率の平均値」について誤りがございました。 

誤記載の内容および訂正内容については、下記の通りです。 

 

記 

＜誤記載の箇所＞ 

交付運用報告書の「ファンドと代表的な資産クラスとの騰落率の比較」のグラフのうち、「新興国債」の騰落率の「平均値」（2020年２月

末～2025年１月末） 

＜訂正内容＞ 

正：6.7 

誤：6.6 

 
③「三菱ＵＦＪ 日本バランスオープン 株式４０型」の運用報告書（全体版）の「第25期：決算日2025年２月17日」におきまして、掲載して

おりましたベンチマークの数値と騰落率に誤記載がございました。 

ここに深くお詫び申し上げますとともに、訂正させていただきます。 

 

記 

＜誤記載の箇所と訂正内容＞ 

■最近５期の運用実績（１頁） 

 

 
 

■当期中の基準価額と市況等の推移（２頁） 

 

 
 

当期中の基準価額等の推移について（３、４頁） 

■基準価額等の推移グラフにおけるベンチマーク 

正誤の数値乖離が軽微で、グラフ描写に影響がないため、修正グラフはありません。 

■ベンチマークとの差異 

[誤] ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（2.5％）を1.1％下回りました。 

[正] ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（2.6％）を1.2％下回りました。 

 

当該投資信託のベンチマークとの差異について（８頁） 

■基準価額とベンチマークの対比グラフにおけるベンチマーク 

正誤の数値乖離が軽微で、グラフ描写に影響がないため、修正グラフはありません。 

■本文中 

[誤] ベンチマークの騰落率（2.5％）を1.1％下回りました。 

[正] ベンチマークの騰落率（2.6％）を1.2％下回りました。 

■内訳 

[誤] その他（信託報酬等） －1.1％程度 

[正] その他（信託報酬等） －1.2％程度 

決算期
25期(2025年2月17日) 17,481 2.5% 17,484 2.6%

誤 正

年月日
11月末 17,329 1.6% 17,329 1.7%
12月末 17,602 3.3% 17,603 3.3%

2025年1月末 17,573 3.1% 17,575 3.1%
（期末）2025年2月17日 17,481 2.5% 17,484 2.6%

誤 正
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